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 ２．招 集 場 所    甲斐市役所委員会室Ａ 

──────────────────────────────────────────── 
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   委 員 長  長谷部   集 君    副委員長  清 水 和 弘 君 

         若 尾 彰 子 君          加 藤 敬 徳 君 

         秋 山 照 雄 君          滝 川 美 幸 君 

         小 澤 重 則 君          松 井   豊 君 

         内 藤 久 歳 君 

 

   議  長  赤 澤   厚 君 

 

欠席委員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

職務のために出席した者の職氏名 

議会事務局長 山 岡 広 司 書 記 森 田   公 

書 記 池 上   恵 書 記 深 澤 隼 人 

 

審査内容 

１ 議会基本条例について（第５章から第６章まで） 

２ その他 
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開会 午後 １時２９分 

 

○書記（森田 公君） ご参集大変お疲れさまです。 

  ただいまから議会改革特別委員会を始めさせていただきます。 

  初めに、委員長挨拶、長谷部委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 改めまして、こんにちは。 

  次第を見ますと、第33回目の議会改革特別委員会ということでございます。 

  本日は、前回に引き続き議会基本条例を行いますけれども、前回の直したところのご確認

をいただくとともに、本日は、また５章から６章ということで、皆さんのまたご協議を頂戴

したいというふうに思っております。 

  私が今、口述書を紙で読んでいるんですけれども、出かけるまでずっとタブレットで口述

書を読んで確認をしていて、出かけるときに慌ててきてタブレットから資料からそっくり職

場に置いてきちゃって、今この借り物のタブレットをここに置かせていただいております。

タブレットを率先して使わなきゃいけない立場の私がそういうことになってしまったんです

けれども、使わなきゃいけないと思いながらもそういうこともありますので、そういうこと

も考えながら、皆さんにも率先してタブレットを使っていただけるようにお願いをしたいと

いうふうに思っています。 

  それでは、本日よろしくお願いいたします。 

○書記（森田 公君） ありがとうございました。 

  続きまして、議長挨拶、赤澤議長、よろしくお願いいたします。 

○議長（赤澤 厚君） 改めまして、こんにちは。 

  大変お忙しいところ、ご参集ご苦労さまでございます。 

  議会改革特別委員会ということで、基本条例についてご審議を願うところでございますけ

れども、最近、私は山梨県から議長会へ行きますと、大変、議員の質といいますか主権者教

育、また、よく市民に見える議会を行ったらどうだというか、今日も新聞に都留のほうで、

議会のほうが学校へ出向いて、議会の内容といろんなことを行っているということで、結構、

今、最近どこの町村も活発にそういったものが、我々が学校へ出向いたり、うちとしては次

年度に子供の議会等、一応検討はしているんですけれども、そういったことを率先してやっ

ているということで、甲斐市もやっぱり今、長谷部委員長中心に、またそんなふうなことも、
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基本条例が終わりましたらまた検討していただければありがたいなと思っているとこでござ

います。 

  どうか今日は十分時間を取ってありますので、十分慎重審議していただきますようよろし

くお願い申し上げて挨拶に代えます。 

  ご苦労さまです。 

○書記（森田 公君） ありがとうございました。 

  それでは、議事の進行につきましては、長谷部委員長、よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（長谷部 集君） ただいまの出席委員は９名であります。定足数に達しております

ので、これより議会改革特別委員会を開会いたします。 

  それでは、早速内容に入ります。 

  内容の（１）議会基本条例についてを議題といたします。 

  前回の委員会におきまして、４章まで内容の協議を行いましたので、初めに前回の修正点

を事務局から説明お願いしたいと思います。 

  森田係長。 

○書記（森田 公君） それでは、前回ご審議いただきました第３章、第４章の内容につきま

してご説明をさせていただきます。 

  本日、お手元に第３章と第４章のみ修正した部分を赤くいたしました資料を配付させてい

ただきました。 

  初めに、第３章第７条第３項でございます。 

  こちらにつきましては、前回、３項と４項を一つにした上で開催ができる程度の表現にす

るというような審議内容となりました。その結果、３項に「議会は、市民の政策提案の機会

の拡大に努めると共に、その提案や意見を、議会運営の改善、政策提言に反映させるため、

意見交換の場を設けることができる。」というふうな表現にさせていただきました。 

  続きまして、第４章９条の第１項になります。 

  こちらにつきましては、第１項「議事機関としての役割を果たしていくもの」という「役

割」の部分を「責任」をという表現に変更してございます。 

  また、第４項、反問権の内容につきましては、「市長等は、本会議等の質疑応答において、
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争点を明らかにし、及び議論を深める必要があるときは、議長又は委員長の許可を得て、内

容を確認し、意見を述べることができる」という、あまり反問という言葉を強調しないよう

な内容で表記をさせていただきました。 

  続きまして、第10条につきましては、第１項で「議会は、市長等が提案する重要な」の

「重要な」の部分を削除させていただきます。 

  それ以外につきましては、11条、12条、13条につきましては変更がございませんので、

記載のとおりとなっております。 

  以上が前回の修正に伴う変更の点でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございました。 

  前回の修正箇所ですけれども、話をした内容は大丈夫でしょうか。 

  修正箇所につきましては、全文ができたところで再度見直しを行いながら、そこでもまた

修正が可能となっておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

  それでは、今回は５章、６章についてをお願いをしたいと思います。 

  それでは、第５章について、委員より何かありましたらお願いをいたします。 

  いかがでしょうか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ５章の議会の条件整備というところなんだけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 何条ですか。 

○委員（内藤久歳君） 17条。 

○委員長（長谷部 集君） 17条。はい。 

○委員（内藤久歳君） ここで、議会は議会及び議員の政策形成立案機能を高めるため、法務

調査、法務機能を積極的に強化並びにというこの表現してあるんだけれども、ここを全部読

んでいくと、「強化並びに組織体制」というここの部分が、前文とのつながりを見たときに、

ここは「強化し、組織体制の整備を図るように努めるものとする」と言ったほうが、議会は

というところからその流れがいいかなと。 

  ほかの他の議会の18条と比べたときに、強化という言葉がこっちに入っていてこっちに

入っていないんだけれども、全体の文の流れが「並びに」を「強化し」としたほうが文章と

して流れがいいかなというふうに思いますけれども、ご検討をお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員の内容分かりますか。 

  それについてご意見ありましたらお願いします。 
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  いかがでしょうか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） いいと思います。「強化し」でいいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） もともと文章が長くて、意図がうまく伝わりづらいような文章で

すよね。「強化し」にしても、まだ分かりづらいような気も私はするんですけれども、いか

がでしょうか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これは最初の「議会は」というところが一番重要な部分で、その後の

議員の政策形成立案というのは、これはほとんど議会事務局の関係につながる部分かなと思

うから、その部分で議会として、議会事務局の調査機能を、議会として事務局のそういう部

分を強化するという意味合いにつながるので、そこでやっぱりそういうことを、流れとして

はそのほうがいいかなと。 

  言おうとしていることは、議会として事務局に対してそういう部分を積極的に強化しなが

らやっていくという意味合いからするとそういう流れのほうがよくて、これをまた文章を削

除するとかそういうことなっちゃうと、ちょっと言おうとしていることがつながらないとい

う意味で、そういう形の中でこういう提案を。 

○委員長（長谷部 集君） 「強化し」、「並びに」を「し」に変更をすると。 

  いかがでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  まず、ここでは「強化し、組織体制の整備を」ということで変更させていただいて、また

何かもっといい案があったら言っていただければ、その都度また対応したいと思います。 

  そのほかいかがでしょうか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 17条なんですけれども、議会の条件整備というところを、「条件」

とすると、何だかちょっとどういったことかなと思ってしまうんですけれども、この「条件」

を「環境整備」というふうに表現すると、とてもあとの文章もよく分かるのかなと思って、

「条件整備」というよりは「環境整備」のほうが分かりやすいのかなとは思うんですが、い

かがでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 第17条のところですけれども、「条件整備」を「環境整備」に
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という提案が出ております。いかがでしょうか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 私もその議会の「条件整備」というところの「条件」というところで、

今、若尾委員がおっしゃったように、「環境」あるいは体制の整備、「体制整備」という言

葉のほうが分かりやすいかな。条件というのがちょっとなかなか理解しにくいかなというこ

とを感じています。 

○委員長（長谷部 集君） 先ほど「環境整備」という提案ですけれども、今「体制整備」で

はいかがという、環境と体制と２案出ておりますがいかがでしょうか。 

  清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） 今の、私、ここの条件整備ということで考えていったときに、環境で

はちょっとそぐわない。むしろ体制のほうが、もしここを変更するんであれば体制のほうが

一応よろしいかと、私はそう思います。 

○委員長（長谷部 集君） そうすると、変更しないほうがいいけれどもということですか。

このままでいい 

○委員（清水和弘君） そうですね。変更するのであれば、体制のほうが、このままでいいと

は思いますけれども。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかご意見いかがでしょうか。 

〔「条件でいいと思います」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 条件のまま変更なくてよろしいということですか。 

  松井委員、ぜひ手を挙げて言っていただければ。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 議会の体制を整えるための条件だから、「条件整備」のほうが僕はし

っくりくるとは思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかいかがでしょうか。 

  これ見ると、一番左側は「体制整備」なんですよね。一番左はどこでしたか。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） そうですね。 

  暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時４４分 
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再開 午後 １時４５分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議再開いたします。 

  ご意見ありましたらお願いします。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今、これ３つの文の整合性を考えると、体制というか、要は２番見て

みると強化、組織の必要な予算の確保に努めるということは、それを考えるとやっぱり「体

制」ということのほうが意味が通じるかなというような気がするんだけれども、条件という

よりか。 

  図書室も当然、使命を達成するとなれば、当然、議会としても必要な部分もあるしという

ことになると、全体的なイメージの中で「体制」ということもいいかなと。いうふうには思

いますけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 体制が分かりやすいですか。 

  お聞きをしますと、「体制」というのに賛成の方が多いように見受けられますけれども、

体制という形で変更をするでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） それでは、「条件整備」を「体制整備」に変更をすることにいた

します。 

  そのほかいかがでしょうか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 同じく17条で、１つ新しい項を提案したいんですけれども、前の３

条、４条にも「市民の多様な意見を反映し」という文言が入っておりまして、当然、市民い

ろんな方がいらっしゃって、その市民の代表である議員もおのずと当然、多様な議員がいる

わけであります。なので、その多様な議員、例えば性別もそうですし、年齢だったり、もし

くは宗教や国籍なんかも今後どんどん多様な人たちが議員として入ってくると思います。そ

ういう議員になった多様な議員が活動しやすいように、議会としても議会活動を行うために

活動しやすい体制を整えるように努めるものとするというような一文を加えてはどうかなと

思い、ここで提案させていただきます。 

  一応調べましたら、平成31年に埼玉県の八潮市議会では、議会活動と育児介護等の両立
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ができるよう環境整備をするものとするというふうに改正をしておりまして、これは雇用者

の男女均等法が成立したのをきっかけに始まったものですし、京丹後市も同じように男女共

同参画の理念にのっとり、似たようなものを改正して新しく入れております。 

  甲斐市においては男女だけではなくて、今後、国籍だったりだとか身体的なハンディキャ

ップですとか、そういったものを持った議員も活動できるように、必要な体制整備をすると

いう内容を、ここの17条で新しく加えていただけたらと思い提案いたします。 

○委員長（長谷部 集君） 第17条に１項を新たに追加をしたいという提案でございます。 

  今の説明のとおり、多様な議員が活動ができる体制に努めるという、そういったような内

容だということでございます。 

  ご意見ありましたらお願いいたします。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 今、若尾委員から発言があったわけですけれども、このことについて

ちょっと２人で話合いをさせていただいた中で、ぜひ今回皆様にご提案をしたいということ

をもって、若尾議員が発言をしたところであります。 

  これは決して難しいことではなくて、これからの多様な政治、多様な市政という中では必

要な項目かなと思いますので、できましたら皆様にご賛同いただきたいと思います。 

  そして、これ作った文章を一応例としてお出ししてあるんでしたか。まだ出していない。

ありますので、具体的な文言として、このような文章ではいかがかという提案も今日できる

ようになっていますので、できましたら皆様にご一考願いたいなと思います。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかご意見お願いいたします。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今の提案ですけれども、内容的にはいいと思うんですけれども、今こ

こで出たからといって、要するに新たな項を設けるということなると、いろいろな部分にお

いて、初めて今日聞いた話なので、一応、今言われた案というか、そういうものも示しても

らって、それを受けて、この項については１項加えるのか、中身をどうするのかということ

を、やっぱり１回やる場を持たないと、これ重要なことだと思うんですよね。 

  見てみると、そういった部分で非常にいい案だと思うし、方向性としては悪くはないと思

うんですけれども、内容的にやっぱりみんなが確認をする時間を設けてやったほうがいいと

思うし、もし案があれば提案してもらって、それを見ながら共有をして、それについて検討
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するというふうなことが必要かなというふうに思いますので、その辺委員長に一任するので、

そのことについてちょっと諮ってもらいたい。 

○委員長（長谷部 集君） 今、具体的な文章というかがありますか。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） あるようなので、今コピーをして皆さんにお配りをさせていただ

きます。 

  暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時５２分 

 

再開 午後 １時５３分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  ただいま提案の用紙を皆さんのほうにお配りをいたしましたので、まずご一読いただきま

して、今日この場でご意見があるようでしたらお受けをしたいと思います。 

  いかがでしょうか。 

  私も他市の議会基本条例をいろいろ見ますと、男女共同参画とか、あるいは育児とか、あ

るいは性差とかＬＧＢＴの関係とか、そういったことを具体的に載せている基本条例という

のはたまに見受けられるんですけれども、今回の提案については、そういったある種具体的

なことではなく、そういうもの、障がい、身体障がいから始まっていろんな全てのことに対

して多様な人が集まる議員活動なので、そういう人が、対象になる人が来たときには体制を

整えるように努めると、かなり幅の広い内容だなというふうに感じました。 

  よくニュースでも言っているように、授乳中のお母さんが当選した場合、授乳室をどうす

るんだとか、ＬＧＢＴの問題でトイレをどうするんだ、あるいは休憩室なり更衣室をどうす

るんだみたいな、いろいろ具体的な問題は上がっているにしろ、ここの議会でどういう問題

が今後起きるか分からないけれども、何かあったときには広い意味で対応をしていこうとい

う、そういう思いを込めるということだというふうに思いますけれども、いかがでしょうか。 

  清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） 私は、今、委員長が話をしてくださったのがこの文章に続いていると

思うんですね。 
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  一つ一つの言葉尻を拾っていくと、限りなく、先ほど言うように広がっていくんで、一応

まとめ方としては、この案で、１行、このとおりでよろしいかと私は思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかいかがでしょうか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 私もそう思います。 

  基本条例ですので、あんまり細かいことをうたうと、かえって締めつけられてしまうよう

な対応になってしまうので、この程度がいいんじゃないかなと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかいかがでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） どうしましょう。もし皆さんが全員でよろしいようであったら、

もう今日追加をするということで進めますし、いや、もうちょっと検討が必要だということ

であれば、今日この案を持ち帰っていただいて、また次回、追加する次第も含めて、追加す

るんであればここの文章はこうしたほうがいいとか、また訂正をしていただくということも。

まだ時間がありますので。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今、委員長が言われたように、ここで一応そういうたたき台ができた

ので、もう一回ちょっと時間をいただいて、検討してもらってやるということをしたほうが

私はいいと思います。そんな方向でお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） ありがとうございます。 

  時間をかけて皆様に検討していただくのは非常にありがたいと思います。 

  それから、あと１つ、本当にここでまたお願いなんですけれども、例えば皆様のご同意を

得て17条に入れていただけるということになったときの順番なんですけれども、できまし

たら、私たちはここを（１）で１番目に入れていただいて、下に出してくような形でやって

いただくと本当に希望が持てる基本条例になるのかななんていうふうに話をしていますので、

その辺も含めて次回検討していただけるというふうにお願いしたいんですが、よろしいでし

ょうか。 

○委員長（長谷部 集君） そうしましたら、今１から３までありますので、このどこに入れ

るのかということですね。 
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  １番目が、事務局の体制のこと、２番目に予算確保に努める、３番目に図書室ということ

になっておりますので、ここの何番目か、それもまた併せて次回のときにお聞きをいたしま

すので、お願いをしたいと思います。 

  取りあえず、今日も前回のものを出しましたけれども、次回のときには、取りあえず１番

上から３番目のどこかに、今の提案していただいたのを取りあえず入れた状態で、次回のと

きにお示ししますので、そのときにまたご意見をいただければと思います。 

  そのほか、第５章の中で何かありましたらお願いいたします。 

  森田係長。 

○書記（森田 公君） 事務局から大変申し訳ございません。18条をお願いいたします。 

  18条、政務活動費及び議長交際費、第１項になります。上から３行目になります。 

  「平成18年条例第30号に基づき、議員個人に対して交付」となってございますが、２項

のように「政務活動費を受けた会派及び議員は」というふうな表記に、こちらのほうも変更

させていただきたいと思います。 

  １項、２項合わせまして、「会派及び議員は」という表記で統一をさせていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか、５章の中で何かありましたらお願いします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  よろしいようでしたら、次に、６章をについてお伺いをしたいと思います。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 議長の選出に当たっては議員提要の中では何かうたってあったっけ。 

  議長選出についてはその時々の状況に応じて判断をしていたんだっけ。 

  一応、今現時点では立候補制を取っているんだけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 立候補制は取っていないです。 

○委員（内藤久歳君） 立候補制じゃなくて。 

○委員長（長谷部 集君） 所信を言っているだけです。やり方は立候補じゃないです。 

○委員（内藤久歳君） 所信は立候補とは違ったっけ。 

○委員長（長谷部 集君） 立候補の場合は、立候補をした人のみが投票、被選挙人になると

いうことになるんですけれども、うちの場合は議員全員が、19人いれば19人全員が被選挙



－12－ 

人ということ、対象者になるので、立候補制とはちょっと違う内容。ただ、その中で議長に

対する意欲がある人が所信をできる。所信表明をすることができると。 

○委員（内藤久歳君） それはどこかうたってあるよな、確か。 

○委員長（長谷部 集君） 所信表明のことだけは確かどこかに書いてあった。 

○委員（内藤久歳君） だよな。 

○書記（森田 公君） 提要の第81条に議長及び副議長の選挙に当たっては所信表明をする

者はと。 

○委員長（長谷部 集君） じゃ、立候補する者はすることができるという感じで。 

○書記（森田 公君） 開催される全員協議会において所信表明を行うものとする。 

○委員長（長谷部 集君） 行うものとする。 

○委員（内藤久歳君） だから、やっぱり意思表示を全協でもって、意思のある人は全協でも

って意思表示するということが所信表明ということになるわけだな。 

○委員長（長谷部 集君） でも、しなくてもいいにはなっていますよね。 

  例えば副議長に関してはしないですし、もっと言えば、所信表明をしない人が最終的に当

選することもあるということです。 

○委員（内藤久歳君） そこら辺も含めて、だって議長選挙ということになると、所信も何も

しなんでやるというのは、そこら辺の整備が必要じゃないかな。これちょっと話が、論点が

違うんだけれども、議長立候補制、あるいは選挙、もちろん選挙があるんだけれども、立候

補制ということも含めて、議長の選任については何か別の格好で、この際これをつくる上に

おいて、整合性が取れるような形にやっぱりやるべきじゃないかと思うね。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） それでは、所信表明をしたことがイコール立候補ではないということ

ですか。 

○委員長（長谷部 集君） そうです。そのとおりです。 

○委員（滝川美幸君） 選挙になるということは、立候補者がいて選挙ですよね。所信表明を

した人が立候補者であるということ、その辺がちょっと、今ちょっと私、理解できないなと

思っているところなんですけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 別ですね。 

  暫時休憩します。 
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休憩 午後 ２時０５分 

 

再開 午後 ２時１０分 

 

○委員長（長谷部 集君） 会議を再開します。 

  その件につきましては、議長選挙あるいはその所信表明につきましては今後の課題という

ことで、また皆さんに事あるごとに発言をしていただければと思います。 

  そのほか、何か６章の中でありましたらお願いいたします。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 20条の委員会運営というのは、４つある常任委員会の委員会という

ことでよろしいでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 常任委員会、特別委員会、含めて委員会ということだと思います。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これ、ここのところがちょっと印がしてあるんだけれども、「委員会

は、所管事務の調査及び政策形成、積極的に実施し」とあるんだけれども、これ「積極的に

行い」のほうがいいんじゃないかなと思うんだけれども、どうですか。 

  その機能を十分なきゃならないというのを、ここ「実施」よりかも「行い」のほうが流れ

としては。 

○委員長（長谷部 集君） 20条第２項の１行目から２行目にいくところの「積極的に実施

し」の「実施し」を「行い」のほうがよいのではないかというご提案であります。 

  いかがでしょうか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） そこを、例えば「委員会を開催」という言葉はどうかなと今思いまし

たけれども。 

  これは「委員会を実施し」ですよね。そこを今、内藤委員が「行い」という言葉に提案な

さいましたけれども、私はそこを「委員会を開催し」はどうかなと、今思いました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、ご意見いかがでしょうか。 

  この「実施し」というのは、委員会を開催、委員会を実施じゃなくて、所管事務調査ある

いは提言を積極的に実施するという。 

○委員（滝川美幸君） そういうことですね。 
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○委員長（長谷部 集君） それを、「提言を行い」のほうがいいんじゃないかということで

すか。 

○委員（滝川美幸君） そうですね。行いでいい。 

○委員長（長谷部 集君） どうですか。いいですか。 

  ほかにないようでしたら「実施し」を「行い」に、どちらでも大丈夫だと思います。 

  そのほかいかがでしょうか。 

  若尾委員、さっきこれが常任委員会か特別委員会かというご質問をしたのは、何か意図が

あってですか。大丈夫ですか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 常任委員会であれば、２のほうの政策提言というのもなるほどなと納

得するんですけれども、特別委員会、予算決算の各特別委員会だと、調査は合致するとは思

うんですが、提言というのはどうなのかなと、ちょっと疑問に感じていまして、そこでちょ

っと確認させていただいた次第です。 

○委員長（長谷部 集君） 私なりの解釈ですけれども、特別委員会は、もちろん予算決算も

特別委員会なんですけれども、それ以外に私たちの議会だと、今はバイオマスの関係の特別

委員会、あと、緑化センターの関係があります。そういうところは当然、ほかの常任委員会

と同じような審査をしますので、例えば補正予算の審査であるとか、関係があれば条例の審

査とか、そういうことも特別委員会でもしますので、そこはほかの常任委員会と同じ考えで

もいいかなと私は思いますけれども、どうでしょうか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 基本的にはそれでいいと思いますけれども、その前に、委員会と一言

でくくっちゃっているんだけれども、常任委員会とか特別委員会とか予算決算の委員会とか、

そういう分類的なことは特に書かんでも構わんでしょうか。ほかのところもやっていないか

ら、別にこだわるわけじゃないけれども。 

○委員長（長谷部 集君） いかがでしょうか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それぞれの所管の目的に応じて特別委員会なりを設置するんだけれど

も、それについては、設置するに当たっては、もう議会の議決を得てやるわけだから、そう

いう部分においては、もうこの委員会というのは全て、特別委員会であっても常任委員会で

あっても、その位置づけというのはみんな同じだと思うんですよ。やることは。だから委員
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会は同列の認識でいいと思います。だから、これでいいんじゃないですか。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかいかがでしょうか。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で終わりにしたいと思います。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません。 

  先ほど第５章の17条で、滝川議員と私が提案させていただいた案なんですけれども、こ

ちらこの一文が入ることによって、議会として対応することはもちろんではあるんですけれ

ども、議員のほうとしましても、この一文があることによって、こういうふうにしていただ

けたらもっと活動がしやすい、市民の皆さんの意見を拾い上げやすいというような相談がよ

りしやすくなると思います。ひいては、それが市民の利益につながっていくと思いますので、

ぜひまた皆さんのほうでご一考いただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、ここまでの中で、本日の中で何かありましたらお願い

します。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  ないようでしたら、本日の修正内容につきまして事務局よりお願いをいたします。 

  森田係長。 

○書記（森田 公君） それでは、本日ご審議いただきました内容につきまして確認をさせて

いただきたいと思います。 

  初めに、第５章、14条、15条、16条につきましては修正点はございません。 

  17条、議会の条件整備の「条件」の部分を「体制」と変更し、あわせまして、17条の条

文でございます。「次に掲げる条件整備」の「条件」の部分も併せて「体制」とさせていた

だきます。 

  次に、（１）積極的に強化並びにの「並びに」を「強化し」に変更させていただきます。 

  また、先ほど委員より提案がございました部分につきましては、次回までに（１）から

（３）のいずれかのところに入れさせていただきたいと思います。 

  続きまして、第18条になります。 

  条文で上から３行目の「議員個人」に対してを「会派及び議員に」に変更をさせていただ
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きたいと思います。 

  19条につきましては変更はございません。 

  20条２項「委員会は所管事務の調査及び政策提言を積極的に実施し」を「積極的に行い」

に変更をさせていただきたいと思います。 

  なお、修正点につきましては、次回またご提示させていただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 本日の変更箇所についてはよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） そうしましたら、次回は第７章、８章というふうになりますので、

引き続きよろしくお願いいたします。 

  以上で議会基本条例についてを終わります。 

  次に、その他を行います。 

  委員より、その他何かありましたらお願いいたします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 今後のタイムスケジュール的なことを何か出すなんて、この間聞いた

けれども。 

○委員長（長谷部 集君） この次に、次第のほうを見ていただきますと、その他の説明がこ

の後事務局からありますので、お願いしたいと思います。 

  よろしいですか。 

  そのほか、何かありましたらお願いします。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に、事務局お願いします。 

  森田係長。 

○書記（森田 公君） それでは、事務局より２点お願いいたします。 

  初めに、条例制定までのスケジュールということで、先月の委員会、また、先ほど松井委

員より今後のスケジュールにつきまして質問がございましたので、今回、基本条例制定まで

のスケジュール案についてご説明させていただきます。 

  タブレットに入っております本日の資料（２）その他に記載をさせていただきましたが、

本日10月17日火曜日、第６章まで内容のご確認をいただきましたので、次回11月に第８章

まで、12月に第10章までを予定しておりますが、条文を見ていただきますと、７条、９条、
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10条がそれぞれ１条しかございません。８条も合わせましても全部で８章から10章までで

８文しかございませんので、もし可能であれば、次回８章から10章まで一気にいきたいな

というふうに考えております。 

  それに伴いまして、その翌月には１章から10章までの全章の内容の精査を行いまして、

２月に議会運営委員会、また、全員協議会を開催し、条文内容等について説明を行いまして、

３月定例会に基本条例案を提出、令和６年４月１日、甲斐市議会基本条例の制定を予定して

ございます。 

  なお、今後の状況によってはスケジュールが変わる場合もございますが、あくまでもスケ

ジュール案を目標に進めていきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

  次に、２点目でございます。 

  11月の開催日程につきまして、ご審議をいただきたいと思います。 

  11月ですが、皆さんが集まるときがあまりございません。直近ですと、11月９日の木曜

日の午後１時30分より決算特別委員会を予定しており、来年度の予算要望の内容について

全委員でご審議をいただく予定となってございます。こちらにつきましては、各常任委員会

から提案された内容についてのご審議で、例年会議時間30分程度となっておりますので、

もし可能であれば、そちら終了後２時頃から時間を取っていただきまして、引き続き議会改

革特別委員会を開催できればというふうに考えておりますので、ご審議をお願いいたします。 

  事務局からは以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。 

  スケジュールについてはいかがでしょうか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 事務局案でいいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） そうしましたら、内容が、次回、11月が８章までじゃなくて。 

〔「10章」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 10章までですね。 

  ここには８章までとありますけれども、来月は10章までになりますので、事前の確認は

そこまで、10章までしていただきたいというふうに思います。 

  例規審査会のことがここのスケジュールには載っていないんですけれども、その辺の説明

を今、事務局にしていただきますので。 
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  森田係長。 

○書記（森田 公君） 例規審査委員会、条例につきましては、それぞれ所管から提出されま

した条例につきまして、市の例規審査委員会のほうにかけまして、内容について協議をして

いただくというふうな流れになっておりますが、確認をしましたところ、議会から提出され

る条例につきましては、審議する内容、要は審議委員も議会の内容が詳しく分からないとい

うことで、特段、議会の内容については例規審査委員会にかける必要はないというふうな回

答をいただいておりますので、議会のこの条例につきましては、議会議員の中で協議をして

いただければ、そのまま議案提出という形で可能であるということで回答いただいておりま

すので、ご報告をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 今の説明のとおり、例規審査委員会は必要ない、パブリックコメ

ントも行いません。そうは言っても、これが文言とかそういうものが大丈夫かということだ

けはちょっと心配ですので、例規審査のほうの担当の職員のほうで、最終的に文言だけは見

ていただこうかなというふうには思っております。補足になります。 

  あと、次の日程ですけれども、11月９日の決算審査特別委員会を予定しているようです

ので、その終了後、13時半から30分ぐらいで終わるということなんで、14時ぐらいから決

算審査ですので、皆さんいらっしゃっていますので、終わった時間によってまた始めるとい

うことになりますけれども、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 次回は11月９日の決算審査特別委員会の終了後ということで決

定をしたいと思います。 

  そうしましたら、以上でその他を終了いたします。 

  以上をもちまして本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして議会改革特別委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ２時２５分 


